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フォークロアとは、「民族、民間伝承」の意味で、世界各地の民族衣装を

モチーフにしたファッションのスタイルを指します。フォークロアはそれ

ぞれの国や地域の特徴的な衣装で、言語や歴史、宗教などが影響されます。

そこから私たちはテーマのフォークロアからヒッピーに絞りました。 

ヒッピーとは、アメリカから世界に広がっていきました。「自由に生きる」

「自然を愛し、愛と平和を訴え、自由な生き方」このような考えを持つ人

たちを指します。愛や平和の象徴として、鳥、花などのデザインや、カラ

フルな色を選んでいるのが特徴です。 

それを現代風にアレンジしました。 
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デザインは、世界のファッショ

ンショーから、フォークロアやヒ

ッピーをテーマとしている作品を

探して、参考に考えました。 

ベルトのパターンを引き、縫製

作業を行いました。パターンでは、

細かく切り替えを入れたため、手

縫いに苦戦しました。 

 



1-2 

 

 

袖のパフスリーブと肘の部分

で素材を変えて、製作しました。

肘の部分はウールフライスを使

用しました。ウールフライスは伸

びがいい素材なので、少し小さめ

に作ることで、腕にぴったりなサ

イズになって、パフスリーブの部

分と差をつけることができ、メリ

ハリのあるデザインに仕上がり

ました。 
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本来はタイトスカートにフ

リンジが一般的ですがあえて

フレアスカートにしました。

トップスが黄色だったのでフ

リンジ用に黄色の生地も染め

ましたが合わせてみると青だ

けのほうがきれいでした。 
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グラデーションに染めた生地だ

ったので、身頃と袖のグラデーシ

ョン具合が同じになるように裁断

に気を付けました。すっきりとし

たシルエットでかっこいい感じに

するために、身頃を前身頃、わき

身頃、後ろ身頃とパターンを分け

ました。   

刺繍はランダムでメタリックの

糸を使ってしあげました。 
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ベストなので、他の衣服がど

んな柄や色でも合うようにシン

プルなデザインと色味がいいと

考え、またブラウスがしっかり

と見えるようにしたいと思い、

前開きタイプにして、留め具は

ないものにした。 
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フォークロアのテーマに合わ

せ、民族的な柄と流行りのタイダ

イ柄にすることに決めました。柄

をキレイに見せたかったので形

はシンプルに仕上げ、流行りのタ

イダイ柄を一色ではなく三色に

してはっきり映るように考えま

した。 
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カウボーイのような民族衣装

をイメージしているので、フォ

ークロアの民族衣装はブーツカ

ットにし、パンツの表現を出す

ためにグラデーションに染色し

ました。色むらなどが出ないよ

うに、染色を何度も繰り返し工

夫しました。 
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フォークロアというテーマな

ので、民族風な感じにしまし

た。 

生地はテンセルを使用してい

ます。 


